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Integrated Technology Corporation v Rudolph Technologies, Inc. 

District of Arizona Jury Trial Verdict 

 

Phoenix, Arizona – Integrated Technology Corporation, a leading provider of probe 

card inspection systems and electronic testing equipment, today announced that a 

jury has returned a verdict in the patent infringement suit between Integrated 

Technology and Rudolph Technologies, Inc.  

 

On December 20, 2011 a jury in the United States District Court for the District of 

Arizona entered a verdict of patent infringement against Rudolph Technologies for 

their manufacture, use, sale and offer for sale of their entire series of probe card 

inspection systems, including PrecisionWoRx VX4, ProbeWoRx 300 and 

PrecisionPoint VX3 systems. The jury awarded Integrated Technology lost profit 

damages of approximately $15.5 million for Rudolph Technologies’ infringement 

and found that Rudolph Technologies willfully infringed U.S. Patent No. 6,118,894.  

 

Integrated Technology has informed the Court of its intent to seek a permanent 

injunction against Rudolph’s manufacture, use, sale or offer for sale of the 

infringing products.  Mr. Rod Schwartz, Vice-President of Integrated Technology 

stated that “We are obviously pleased with the jury’s verdict and consider the ‘894 

Patent one of our most valuable assets.”   

 

Integrated Technology Corporation is headquartered in Tempe, Arizona.  It has 

developed numerous probe card inspection systems that sell under the PROBILT® 

brand name. Integrated Technology is represented by the Cleveland-based 

intellectual property law firm Renner, Otto, Boisselle & Sklar. 



Integrated Technology Corporation 及び Rudolph Technologies, Inc.間で争われていた 
プローブカードインスペクションシステムの特許侵害訴訟判決確定について 

 
2011 年 12 月 20 日、株式会社ティアテック（東京都台東区）が日本総代理店を務める、プローブ

カードインスペクションシステムのリーディングカンパニーである Integrated Technology 
Corporation（米国アリゾナ州フェニックス）が、同社と Rudolph Technologies, Inc 間の特許侵

害訴訟で勝訴したと発表しました。 
 
アリゾナ州アメリカ地方裁判所は、Rudolph Technologies の全てのプローブカードインスペクシ

ョンシステムシリーズ（PrecisionWoRx VX4、ProbeWoRx 300、PrecisionPoint VX3）に関して、

彼らの製造、使用、販売及び販売活動が特許権侵害に当たるとの判決を言い渡しました。 
判決では、Rudolph Technologies が故意に U.S. パテント No. 6,118,894 を侵害したことが認め

られ、Rudolph Technologies に対して、Integrated Technology が Rudolph Technologies の侵犯

のために失った、およそ 1550 万ドルの利益損害賠償金の支払いを命じました。 
 
Integrated Technology は侵害されている製品への、Rudolph Technologies の製造、使用、販売

及び販売活動に対する終局差止命令を求める意図の告発をしていました。 
今回の判決に関して、Integrated Technology の副社長である Rod Schwartz 氏は「私たちは、我々

の最も価値ある財産である 894 パテントに対する陪審員の考慮と判決に大いに満足している。」と

表明しました。 
 
 
＜プローブカードインスペクションシステムについて＞ 
プローブカードインスペクションシステムは、半導体製造工程におけるウェハーテストに用いら

れるプローブカードを検査するシステム。主に半導体メーカー、プローブカードメーカーで使用

される。 
 
＜Integrated Technology Corporation について＞ 
Integrated Technology Corporation は本社を米国アリゾナ州テンピに構え、ブランド名

PROBILT®で販売されている多くのプローブカードインスペクションシステム及び半導体電気

テスト装置の開発・販売をしている。 
日本国内では株式会社ティアテックが日本総代理店を務める。 
Integrated Technology Corporation に関する詳しい情報は、以下の WEB サイトをご覧ください。 
http://www.inttechcorp.com/ 
 
＜株式会社ティアテックについて＞ 
株式会社ティアテックは本社を東京都台東区に構え、DC 信号、AC 信号、RF 信号まで、豊富な



測定実績に基づき、半導体業界での電気テスト装置とソフトウェア開発におけるインテグレーシ

ョンリーダーとして活躍している。 
株式会社ティアテックに関する詳しい情報は、以下の WEB サイトでご覧いただくか、直接本社

（03-5823-5323）までお問い合わせ下さい。 
http://www.tiatech.com/ 
TEL : 03-5823-5323 
FAX : 03-5823-5324  
E-mail : inq_tiatech_info@tiatech.com 
 
＜知的財産法律事務所について＞ 
本特許侵害訴訟は、クリーブランドの知的財産法律事務所 Renner, Otto, Boisselle & Sklar が

Integrated Technology の代表を務めた。 
 


